
農
業
事
務
所
で
は
、JA
西
印
擒
、
 

J

と
う
か
つ
中
央
、
J

全
農
ち
ば
、
 

印
擒
農
業
事
務
所
と
連
携
し
、
東

葛

・
 

北
総
地
域
で
新
た
に
い
ち
ご
栽
培
に 

取

り

組
む

生

産

者

名

を

対

象

に

、
 

栽
培
技
術
の
習
得
と
地
域
の
垣
根
を 

越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
促
す 

た
め
に
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

本
年
度
は
、
農

薬

・
資
材
メ
ー
カ 

の
ほ
か
、
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ 

—
を
講
師
に
招
き
、

「栽
培
管
理
」
・
 

「病
害
虫
防
除
」•

「花

芽

分

化

「天 

敵
利
用
」
な
ど
栽
培
の
基
本
と
な
る 

テ
ー
マ
を
中
心
に7

回
の
研
修
会
を 

計
画
し
ま
し
た
。

第1

回
目
と
な
る6

月

日

は

、
 

講
義
と
座
談
会
を
行
い
、
基
本
的
な 

い
ち
ご
の
栽
培
知
識
に
つ
い
て
学
ぶ 

と
と
も
に
、
各
自
が
抱
え
る
悩
み
や 

優
良
情
報
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交 

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
か
ら 

は
、
「今
ま
で
聞
け
な
か
っ
た
疑
問
を 

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
、

「他
の 

生
産
者
と
交
流
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
 

等
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
 

今
後
も
、
研
修
会
や
情
報
交
換
の 

機
会
を
設
け
、
技
術
習
得
と
地
域
を 

越
え
た
生
産
者
間
の
交
流
を
進
め
、
 

新
た
に
い
ち
ご
栽
培
に
取
り
組
む
生 

産
者
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ン
新
規
い
ち
ご
生
産
者
た
ち
が

y

 

地
域
を
越
え
て
学
び
合
う!
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「燃やせる土」の 

説明ラベル

ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
こ
の
土 

を
使
っ
た
シ
ク
ラ
メ
ン
の
本
格
的
な 

出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
合 

わ
せ
、
購
入
客
が
燃
や
せ
る
土
の
特 

徴
や
利
点
を
よ
り
理
解
で
き
る
よ
う
、
 

「千
葉
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点(

公
益 

財
団
法
人
千
葉
県
産
業
振
興
セ
ン
タ 

1
)

」
の
協
力
に
よ
り
、
シ
ク
ラ
メ
ン 

に
添
付
す
る
ラ
ベ
ル
や
園
芸
店
向
け 

の
チ
ラ
シ
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
 

処
分
が
簡
単
で
、S

D
G
s

に
も
貢 

献
で
き
る
「燃
や
せ
る
土
」
に
よ
り
、
 

シ
ク
ラ
メ
ン
の
販
売
拡
大
が
期
待
さ 

れ
ま
す
。

※

国
産
の
木
質
チ
ッ
プ
を
原
料
に
独 

自
加
工
を
施
し
た
木
質
培
地
の
こ
と

東
葛
飾
地
域
経
営
研
修
会
を
開
催

〜
経
営
を
再
点
検
し
ょ
う
〜

近
年
、
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
 

生
産
資
材
価
格
や
燃
料
費
の
高
騰
、
 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
に
よ
る 

社
会
生
活
の
停
滞
な
ど
、
予
想
の
で 

き
な
い
変
化
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め 

に
、
自
己
の
経
営
を
見
つ
め
直
し
、
 

改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
 

令
和5

年

月

日

に

東

葛

飾

農
 

林
業
振
興
普
及
協
議
会
と
東
葛
飾
地 

区
指
導
農
業
士
会
の
共
催
に
よ
り
経 

営
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

研
修
は
、
「経
営
理
論
と
改
善
で
実 

現
す
る
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
」
と 

い
う
テ
ー
マ
で
開
か
れ
、
最
初
に
フ 

ア
ー
ム
サ
イ
ド(

株)

の
佐
川
友
彦 

氏
か
ら
、
自
己
の
経
験
を
基
に
し
た
、
 

経
営
の
再
点
検
に
よ
る
改
善
の
進
め 

方
に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
り
、
そ
の 

後
、
参
加
者
同
士
の
意
見
交
換
や
質 

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
指
導
農
業
士
や
農
業
士
、
 

4
 H

ク
ラ
ブ
員
、
農
業
経
営
体
育
成 

セ
ミ
ナ
ー
生
等
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若 

手
農
業
者
ま
で1

〇 
〇
名
を
超
え
る 

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
講 

義
を
熱
心
に
聞
き
、
意
見
交
換
の
際

は
、
経
営
品
目
や
地
域
が
異
な
る 

加
者
同
士
で
積
極
的
に
話
し
合
い 

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
質
疑
応 

で
は
、
事
業
継
承
の
悩
み
や
、
経 

改
善
は
ど
の
よ
う
に
優
先
順
位
を 

け
て
実
践
し
て
い
っ
た
か
な
ど
の 

問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

研
修
会
後
に
は
「自
分
の
経
営 

見
直
す
良
い
機
会
に
な
っ
た!

」
 

の
声
も
あ
り
、
有
意
義
な
研
修
会 

な
り
ま
し
た
。

熱心に講演を聞く参加者

東
葛
飾
地
域
の
代
表
的
な
花
き
に 

シ
ク
ラ
メ
ン
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
冬 

の
鉢
花
と
し
て
人
気
の
あ
る
シ
ク
ラ 

メ
ン
で
す
が
、
花
が
咲
き
終
わ
っ
た 

後
に
は
土
の
処
分
が
必
要
で
す
。
土 

は
、
多
く
の
自
治
体
で
可
燃
・
不
燃 

な
ど
の
い
ず
れ
の
ご
み
と
し
て
も
出 

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と 

が
、
特
に
集
合
住
宅
で
お
住
ま
い
の 

方
が
鉢
花
を
気
軽
に
購
入
で
き
な
い 

原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
千
葉
県
で
は
、1
O
O
%
 

植
物
由
来
の
焼
却
可
能
な
資
材(
グ 

ロ
ウ
ア
—

ス※

、
ピ
—
ト
モ
ス
、
ヤ 

シ
殻)

を
使
用
し
た
「燃
や
せ
る
土
」
 

を
開
発
し
ま
し
た
。
従

来

か

ら

「燃 

や
せ
る
土
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の 

商
品
は
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高 

価
で
鉢
花
生
産
者
が
活
用
で
き
る
も 

の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
 

千
葉
県
で
開
発
し
た
「燃
や
せ
る
土
」
 

は
従
来
の
も
の
よ
り
安
価
で
、
育
苗 

か
ら
鉢
上
げ
後
ま
で
一
貫
し
て
使
用 

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

管
内
で
は
数
年
前
か
ら
、
こ
の
「燃 

や
せ
る
土
」
を
利
用
し
た
シ
ク
ラ
メ 

ン
の
生
産
が
試
験
的
に
行
わ
れ
て
き

「燃
や
せ
る
土
」
を
使
っ
た 

シ
ク
ラ
メ
ン
の
販
売
拡
大
の
取
組
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「コシヒカリ」5/1移柄の生育予测

(10/3までの気象データより)

幼穂形成期 :6/30
出穂期 :7/25

この予測から推婪される作基畤期

追肥 :7/7〜7,15
毋点米カメムシ類対策

衅草刈り :7/11まで

防除I回目:7/28
防除2回目:8/9

収積 :9/1

MENU

©
水稲生育予測システ厶『でるた™! 

アメダス我孫子

コシヒカリ

1

地
域
計
画
と
は?

農
業
者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
話 

合
い
を
基
に
作
成
す
る
、
「将
来
の
農 

業
の
在
り
方
」
と

「将
来
の
農
地
利 

用
の
姿
を
落
と
し
込
ん
だ
目
標
地
図
」
 

か
ら
な
る
地
域
の
設
計
書
で
す
。
概 

ね

10
年
後
を
見
据
え
、
担
い
手
や
地 

権
者
、
地
域
住
民
等
、
関
係
者
が
十 

分
に
話
し
合
う
こ
と
が
重
要
で
、
特 

に
将
来
を
担
う
後
継
者
や
地
域
で
生 

活
す
る
女
性
の
参
画
が
大
切
で
す
。
 

2

人•

農
地
プ
ラ
ン
と
地
域
計
画
の 

違
い
は?

今
年4

月
の
農
業
経
営
基
盤
強
化 

促
進
法
の
改
正
に
伴
い
、
地
域
農
業 

の
将
来
の
在
り
方
を
示
し
た
「人

・
 

農
地
プ
ラ
ン
」
が

「地
域
計
画
」
に 

形
を
変
え
、
10
年
後
に
目
指
す
地
域 

の
農
地
利
用
を
示
し
た
「目
標
地
図
」
 

を
作
成
す
る
こ
と
が
法
定
化
さ
れ
ま 

し
た
。

3

地
域
計
画
の
目
標
地
図
と
は?
 

将
来
の
農
業
の
在
り
方
や
、
地
域 

の
農
地
の
効
率
的
か
つ
総
合
的
な
利 

用
を
図
る
た
め
に
、
「誰
が
ど
の
農
地 

を
利
用
し
て
い
く
の
か
を
一
筆
ご
と 

に
定
め
た
一
地
図
の
こ
と
で
あ
り
、

地
域
計
画
の
一
部
と
な
り
ま
す
。
 

4

地
域
計
画
を
作
る
メ
リ
ッ
ト 

は?

10
年
後
の
地
域
内
の
個
々
の
農 

地

を

「誰
が
耕
作
す
る
の
か
」
の
見 

通
し
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
地
域 

内
で
進
む
べ
き
農
業
の
方
向
を
定
め 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
 

今
後
農
業
を
営
む
人
が
耕
作
し
や
す 

い
効
率
的
な
営
農
環
境
に
変
え
て
い 

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
国
の 

補
助
や
支
援
を
受
け
や
す
く
な
り
ま 

す
。

5

農
地
の
貸
借
の
手
続
き
は?
 

法
改
正
に
伴
い
、
利
用
権
設
定
等 

促
進
事
業
に
よ
る
権
利
設
定
が
、
地 

域
計
画
が
策
定
さ
れ
た
地
区
内
で
は 

そ
の
日
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
地
区
で 

は
令
和7

年4

月1

日
か
ら
で
き
な 

く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
利
用
権
設
定
等
促
進
事 

業
を
活
用
し
て
設
定
し
た
利
用
権
は
、
 

期
間
満
了
ま
で
は
有
効
で
す
。
そ
の 

後
の
農
地
の
貸
借
は
次
の
い
ず
れ
か 

を
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

〇
農
地
中
間
管
理
事
業 

〇
農
地
法
第
三
条
に
基
づ
く
申
請 

6

い
つ
ま
で
に
策
定?

地
域
計
画
は
、
令
和7

年3

月

31 

日
ま
で
に
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

彳
環
并
て.
に 

口PI
相

羽

棉
E

及

び
ア
メ
ダ
ス
デ
ー
タ
か
ら
水
稲
の
出

穂
期
を
予
測
し
、
そ
こ
か
ら
追
肥
や 

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
対
策
、
収
穫
の 

作
業
適
期
を
計
算
す
る
水
稲
生
育
予

測
シ
ス
テ
ム
「
で
る
た
ぜ
を
開
発
し
、
 

令
和5

年
度
か
ら
本
格
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。

「
で
る
た
ぜ
は
、
実
際
の
ア
メ
ダ 

ス
デ
ー
タ
を
用
い
て
毎
日
更
新
さ
れ 

る
た
め
、
そ
の
年
の
気
象
条
件
を
基 

に
し
た
正
確
な
生
育
予
測
と
、
追
肥 

や
カ
メ
ム
シ
防
除
等
の
作
業
適
期
が 

分
か
り
ま
す
。
生
育
予
測
が
可
能
な 

品
種
は
、
ふ
さ
お
と
め
、
ふ
さ
こ
が 

ね
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
粒
す
け
、
ア
キ

ヒ
カ
リ
及
び
夢
あ 

お
ば
の6

品
種
で 

す
。
東
葛
飾
地
域 

で
は
主
に
我
孫
子 

の
ア
メ
ダ
ス
デ
ー

タ

を

用

い

ま

す 

が
、
地
域
に
よ
つ 

て
気
温
差
が
あ
り 

ま
す
の
で
、

お
住 

ま
い
の
地
域
の
気 

温
帯
に
近
い
地
点

の
デ
ー
タ
を
利
用
く
だ
さ
い
。
 

一
覧
表
で
は4

月1

日
か
ら6

月 

30
日
ま
で
の
移
植
日
に
対
応
し
た 

生
育
予
測
を
品
種
ご
と
に
表
示
し
ま 

す
。
ま
た
、
ア
プ
リ
版
で
は
図
の
よ 

う
に
品
種
と
移
植
日
を
選
択
す
る
だ 

け
で
、
生
育
予
測
や
各
種
作
業
の
適 

期
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

「で
る
たm

」

を
利
用
さ
れ
た
い
方 

は

「で
る
た 

千
葉
県
」
で
検
索
し 

て
く
だ
さ
い
。

水稲生育予測システム

「でるた叫QRコード

水
稲
生
育
予
測
シ
ス
テ
ム 

「
で

る
たT
M
」

の
す
ゝ
め

(
 

ノ 

『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』
か
ら

『
地
域
計
画
』
に
見
直
さ
れ
ま
す!

水稲生育予測システム「でるた血」アブリ版画面



令和5年12月 とうかつ普及だより第43号 ⑷

図1採取する花のステージ

新
高
等
、
授
粉
の
必
要
度
が
高
い
品

種
を
優
先
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
花
粉
を

採
取
す
る
場
合
は
、

ス
テ
ー
ジ3

以

降
の
花
を
採
取
し
ま
す(

図1
)

。

4

令
和7

年
以
降
の
対
応
策 

今
後
も
中
国
花
粉
の
輸
入
が
再
開 

し
な
い
こ
と
を
想
定
し
、
長
期
的
に 

花
粉
の
確
保
へ
の
対
応
が
必
要
で
す
。
 

一
つ
目
は
、
花
粉
採
取
樹
の
定
植 

で
す
。
園
外
に
定
植
し
花
を
採
取
す 

る
場
合
は
、
低
樹
高
の
ジ
ョ
イ
ン
ト 

仕

立
て

やV

字
ト
レ
リ
ス
栽
培
等 

が
効
率
的
で
す
。

品
種
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
は①

生
育 

が
良
い②

花
粉
量
が
多
い③

開
花
が 

早
い
等
が
あ
り
ま
す
。
花
粉
採
取
に 

適
し
た
品
種
は
、
松
島
、
新
興
、
二 

十
世
紀
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
最
近 

で
は
ネ
パ
ー
ル
系
や
低
温
発
芽
性
の 

高
い
土
佐
梨
等
の
品
種
も
注
目
さ
れ 

て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
花
採
取
の
労
力
確
保 

で
す
。
近
年
労
力
不
足
に
よ
り
花
を 

採
取
す
る
時
間
の
確
保
が
難
し
く
な 

っ
て
い
る
た
め
、
剪
定
を
早
く
終
わ 

ら
せ
る
、
授
粉
の
パ
ー
ト
従
業
員
に 

開
花
前
か
ら
来
て
も
ら
う
等
も
重
要 

で
す
。「な

る
み
」
等
の
和
合
性
品
種
の 

導
入
は
対
応
策
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
 

「あ
き
づ
き
」
は
自
家
不
和
合
性
で 

す
が
混
植
園
で
は
良
く
結
実
し
ま
す
。
 

各
園
で
取
組
可
能
な
対
策
を
実
施 

し
、
来
年
も
良
い
梨
が
収
穫
で
き
る 

よ
う
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

な
し
の
火
傷
病
の
状
況
と 

今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て

1

火
傷
病
と
は?

火
傷
病
は̂

w
i
n
/
a

 a
m
y
l
o
v
o
r
a

 

と
い
う
細
菌
に
よ
っ
て
弓
き
起
こ
さ 

れ
る
病
気
で
、
感
染
す
る
と
火
に 

あ
ぶ
ら
れ
た
よ
う
な
症
状
を
示
し
、
 

樹
全
体
が
枯
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

り
ん
ご
属
、
な
し
属
、
び
わ
等
が
感 

染
し
、

ハ
チ
等
の
昆
虫
や
風
雨
、
ま 

た
花
粉
に
よ
っ
て
も
感
染
が
広
が
り 

ま
す現

在
、
根
絶
で
き
る
有
効
な
防
除 

法
は
確
立
で
き
て
お
ら
ず
、
発
生
し 

た
場
合
は
、
伐
採
に
よ
り
拡
大
を
防 

止
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
度
国
内
に
侵
入
す
る
と
、
梨
や 

り
ん
ご
等
の
生
産
に
重
大
な
損
害
が 

生
じ
て
し
ま
う
た
め
、
国
内 

へ 

の
侵 

入
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
早
期
発
見
が 

非
常
に
重
要
で
す
。

疑
わ
し
い
症
状
を
発
見
し
た
場
合 

は
、
す
ぐ
に
農
業
事
務
所
に
御
連
絡 

を
お
願
い
し
ま
す
。

2

中
国
産
花
粉
の
輸
入
停
止 

中
国
で
の
火
傷
病
の
発
生
に
伴
い
、
 

本

年8

月

日

に

中

国

産

の

火

傷 

病
菌
の
宿
主
植
物(
花
粉
等)

の
輸

入
が
停
止
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
感
染
リ
ス
ク
の
あ
る
花
粉
が 

出
回
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
輸
入
業 

者
やJ
A

、
生
産
者
が
保
有
す
る
在 

庫
に
つ
い
て
も
今
後
使
用
さ
れ
な
い 

よ
う
、
全
量
買
い
上
げ
、
廃
棄
と
す 

る
方
針
で
す
。

現
在
、
中
国
産
輸
入
花
粉
の
在
庫 

状
況
、
使
用
し
た
園
地
の
調
査
を
実 

施
し
て
い
ま
す
。
回
収
方
法
等
は
決 

ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

日
本
で
は
、
梨
の
授
粉
に
中
国
産 

の
輸
入
花
粉
を
使
用
す
る
こ
と
が
多 

い
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
輸
入
花
粉
を 

使
用
し
て
い
た
園
で
は
、
令
和6

年 

度
か
ら
は
授
粉
に
使
用
す
る
花
粉
を 

自
分
で
採
取
す
る
な
ど
の
対
応
策
が 

必
要
と
な
り
ま
す
。

3

令
和6

年
の
対
応
策 

混
植
園
や
周
囲
に
自
然
が
あ
る
園 

で
は
、
訪
花
昆
虫
に
よ
る
自
然
受
粉 

や
、
ミ
ツ
バ
チ
の
導
入
で
対
応
が
可 

能
で
す
。
し
か
し
単
植
園
や
住
宅
街 

に
あ
る
園
で
は
、
人
工
受
粉
が
必
要 

な
た
め
、
自
家
採
取
に
よ
る
花
粉
の 

確
保
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
い
か
に 

花
粉
採
取
の
た
め
の
作
業
時
間
を
確 

保
す
る
か
が
鍵
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
摘
蕾
等
に
よ
り
、
使
用
す 

る
花
粉
を
減
ら
す
こ
と
も
重
要
で
す
。
 

花
粉
が
足
り
な
い
場
合
は
、
幸
水
や
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近
年
、
東
葛
飾
地
域
の
ね
ぎ
に
お 

い
て
べ
と
病
の
被
害
が
多
発
し
て
い 

ま
す
。
ね
ぎ
が
本
病
に
感
染
す
る
と
、
 

葉
身
に
暗
緑
色
で
楕
円
形
の
病
斑
を 

生
じ
、
症
状
が
進
む
と
枯
死
し
ま
す
。
 

多
発
す
る
と
収
量
・
品
質
が
低
下
す 

る
の
で
、
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ 

え
、
ま
ん
延
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。
 

1

べ
と
病
の
発
生
条
件

べ
と
病
は
、
気

温

前

後

で

雨
 

が
多
い
時
期
に
発
生
し
、
当
地
域
で 

は
、4

月
〜7

月
、

月

〜

月

に
 

多
発
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
 

水
は
け
が
悪
く
日
陰
で
風
通
し
の
悪 

い
圃
場
で
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。べと病の激発圃場

2

防
除
の
ポ
イ
ン
ト

(1) 

育
苗
管
理
の
撤
底

ね
ぎ
の
発
芽
適
温
と
べ
と
病
の
発 

生
適
温
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
た
め
、
 

育
苗
時
は
特
に
感
染
リ
ス
ク
が
高
く 

な
り
ま
す
。

① 

ポ
ッ
ト
育
苗
に
お
い
て
は
、
温
湿 

度
管
理
や
薬
剤
の
定
期
防
除
を
徹
底 

し
ま
し
ょ
う
。

② 

地
床
育
苗
に
お
い
て
は
防
除
の
徹 

底
に
加
え
、
は
種
は
厚
ま
き
を
避
け 

て
風
通
し
を
良
く
し
ま
し
ょ
う
。
ま 

た
、
過
剰
な
施
肥
は
発
病
を
助
長
す 

る
の
で
適
正
施
肥
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

(2) 

発
生
前
の
適
期
予
防 

ま
ん
延
時
期
の
約
半
月
前
か
ら
薬

剤
散
布
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。
春
は 

3

月
中
旬
頃
、
秋
はW

月
中
旬
頃
が 

予
防
開
始
の
時
期
で
す
…

(3) 

散
布
厶
ラ
を
な
く
す

べ
と
病
の
菌
は
葉
の
気
孔
か
ら
侵 

入
す
る
た
め
、
葉
の
全
体
に
薬
剤
を 

付
着
さ
せ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な 

り
ま
す
。
散
布
液
に
は
展
着
剤
を
加 

用
し
、
株
全
体
に
ま
ん
べ
ん
な
く
散 

布
し
ま
し
ょ
う
。

(4) 

被
害
残
さ
の
適
切
な
処
理 

被
害
残
さ
を
畑
に
す
き
込
む
と
次

作
の
発
生
源
に
な
り
ま
す
。
畑
か
ら 

持
ち
出
し
、
焼
却
処
分
す
る
か
、
堆 

肥
化
処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ま
つ
な•

こ
か
ぶ
の
白
さ
び
病
の 

生
態
と
防
除

東
葛
飾
地
域
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ 

て
い
る
、
こ
ま
つ
な
や
こ
か
ぶ
に
お 

い
て
、
近
年
、
白
さ
び
病
が
多
発
し 

て
お
り
、
品
質
や
収
量
の
低
下
が
見 

受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

1

白
さ
び
病
に
感
染
す
る
と 

葉
の
表
面
も
し
く
は
裏
面
に
乳
白 

色
で
や
や
盛
り
上
が
っ
た
粉
状
の
塊 

を
形
成
し
ま
す
。
ま
た
、
症
状
が
進 

行
す
る
と
葉
が
淡
緑
色
か
ら
淡
黄
色 

に
な
り
ま
す
。

2

白
さ
び
病
の
発
生
条
件 

平
均
気
温
が7

〜

p

の
間
で
発 

生
し
ま
す
が
、

〜

が

最

も
 

蔓
延
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
時
期
と 

し
て
は3

冃
〜6

月
、

心
月
〜 

月
に
発
生
し
や
す
く
、
多
雨
や
多
湿 

が
続
く
と
発
生
が
助
長
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
風
や
水
に
よ
っ
て
伝
染
し
周 

囲
に
蔓
延
し
ま
す
。

3

防
除
の
ポ
イ
ン
ト

①

降
雨
や
多
湿
等
の
環
境
下
で
は
蔓 

延
が
早
く
、
発
病
後
は
農
薬
防
除
の 

効
果
は
低
い
た
め
、
予
防
的
に
薬
剤

防
除
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

② 

梅
雨
や
秋
雨
時
期
に
多
発
す
る
傾 

向
に
あ
る
た
め
、
高
う
ね
栽
培
等
の 

排
水
対
策
を
施
し
ま
す
。
ま
た
、
過 

繁
茂
に
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
適
正
な 

播
種
量
を
心
が
け
、
風
通
し
を
良
く 

す
る
等
の
対
策
が
必
要
で
す
。

③ 

罹
病
株
上
の
分
生
子
が
伝
染
源
と 

な
る
た
め
、
発
病
株
や
残
渣
は
そ
の 

ま
ま
に
せ
ず
直
ち
に
ほ
場
外
に
持
ち 

出
し
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

④ 

近
年
は
耐
病
性
を
持
っ
た
品
種
も 

出
て
き
ま
し
た
。
耕
種
的
防
除
や
薬 

剤
防
除
と
組
み
合
わ
せ
る
と
よ
り
効 

果
的
な
防
除
が
期
待
で
き
ま
す
。

こかぶに発生した白さび病

ね
ぎ
の
べ
と
病
に
注
意
し
ま
し
ょ
う!
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宇田川浩一郎氏

(市川市)

石神辰巳氏 

(船橋市)

石井直樹氏 

(船橋市)

業

士

農業共済組合 

各支所一覧

果
樹
の
専
作
経
営
で
、
顧
客
の
確 

保
に
よ
り
直
売
率
を
高
め
る
と
と
も 

に
、
樹
園
図
を
基
に
し
た
適
切
な
生 

産
管
理
を
行
い
、
安
定
生
産
を
実
現 

し
て
い
ま
す
。

露
地
野
菜
経
営
で
、
市
場
と
の
信 

頼
関
係
を
築
く
こ
と
で
有
利
販
売
に 

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
手
に 

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
等
、
担
い
手
育 

成
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

露
地
野
菜
経
営
で
、
土
づ
く
り
や 

品
種
選
定
に
こ
だ
わ
り
つ
つ
、
味
や 

品
質
を
重
視
し
た
栽
培
を
心
が
け
て 

安
定
し
た
顧
客
確
保
に
つ
な
げ
て
い 

ま
す

令
和5

年
度
、
東
葛
飾
地
域
か
ら 

は
指
導
農
業
士1

名
、
農
業
士 2

名 

が
認
証
さ
れ
ま
し
た
。
指
導
農
業
士 

は
地
域
農
業
を
け
ん
引
し
、
後
継
者 

に
熱
意
を
も
つ
て
育
成•

指
導
を
行 

う
農
業
者
で
す
。
ま
た
、
農
業
士
は 

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
し 

て
活
躍
す
る
青
年
農
業
者
で
す
。
 

今
後
は
個
々
の
経
営
を
さ
ら
に
発 

展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
農
業
の 

指
導
者
や
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

一
層 

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
指

導

農

業

士

】

収
入
保
険
は
、
自
然
災
害
、
市
場 

価
格
の
低
下
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル 

ス
感
染
症
の
影
響
、
け
が
や
病
気
、
 

盗
難
等
に
よ
る
収
入
の
減
少
を
補
償 

L

ま
す

1

対
象
者

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
県
内
在 

住
の
農
業
者
の
方(
個
人
・
法
人) 

(

加
入
申
請
時
に
申
告
実
績
が1

年 

以
上
あ
る
方)

収
入
保
険
と
、
農
業
共
済
・
ナ
ラ 

シ
対
策
・
野
菜
価
格
安
定
制
度
な
ど 

の
類
似
制
度
は
、
ど
ち
ら
か
を
選
択 

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2

対
象
収
入

自
ら
生
産
し
た
農
作
物
の
販
売
収 

入
の
全
体

3

対
象
期
間

個

人"
1

月
か
ら

12
月
ま
で 

法

人"

事
業
年
度
の1

年
間 

4

加
入
申
込
み

個

人"

10
月
か
ら

12
月
ま
で 

法

人

：
事
業
年
度
開
始
の
前
月
末

ま
で

保
険
料
の
試
算
な
ど
は
お
早
め
に 

千
葉
県
農
業
共
済
組
合
に
ご
相
談
く 

だ
さ
い
。

〇
県
の
補
助
金
に
つ
い
て

令
和4

年
度
か
ら
令
和6

年
度
ま 

で
の
期
間
限
定
で
、
新
規
に
収
入
保 

険
に
加
入
し
た
方
を
対
象
に
助
成
を 

行
っ
て
い
ま
す
。

令
和5

年
度
中
に
保
険
期
間
が
開 

始
し
、
令
和6

年1

月
末
ま
で
に
積 

立
方
式
に
よ
る
新
規
加
入
手
続
を
さ 

れ
た
方
が
対
象
で
す
。

収
入
保
険
申
し
込
み
時
に
、
千
葉 

県
農
業
共
済
組
合
に
交
付
申
請
書
を 

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
問
い
合
せ
先

千
葉
県
農
業
共
済
組
合
北
総
支
所 

。 4
 3
 
(
4
8
1
)
 
6
 9
 1
1
 

※

補
助
金
に
つ
い
て
は
県
ホ
ー
ム 

ペ

ー

ジ(

団
体
指
導
課)

を
ご
覧
く 

だ
さ
い
。

収
入
保
険
へ
の
加
入
を 

御
検
討
く
だ
さ
い

令
和5

年
度
千
葉
県
指
導
農
業
士 

及
び
農
業
士
新
規
認
証
者
の
紹
介


